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2) 嬉野満洲雄「ヨーロツハ経済論」三笠書房， 1951， pp. 34-35， 












































でイギリ λ が首尾良< r宜立」できたかといえば決してそうではなかった。そ
4) これまでのところでは桂済学がかつτ一度も財政自主権自問題に目を向けなかったかのような
取り扱いをしてきたが， ζれは正確に言うなら必ずしもEし〈ない。 F.ListのDas1叫 tionale















れ始める。それも J.M. Keynesの提起した方策を逆手に取られた形でe こうした諸点につい
ては r財政自主権』の理論的諸問題」と題して近日中により詳しい考察を試みる予定でいる。
















イギリスを扱った諸著作にも完全に妥当する。 U.K. Hicks (j) British Public 
Finance (Oxford， 1958)やG.D.N.Worswick& P. H. Ady編の TheBritish 










70 (16D) 第 106巻第4号
尚困難巴あろう。
他の諸分野での研究にあっても財政自主権は全く論議の対象とされていなし、。




で舎ないという欠陥を尚残している。 J.Eaton以外の大多数のものは， R.N 
Gardner， Sterling-Dollar D似0'加の (Oxford，19臼)やR.F. Harrod， The 






意味では労働党の理論的指導者達の手になる諸著作， 例えば G.D. N. Cole， 





































6) 原田三郎 lイギリス資本主義昭研究」日本評論社， 1949，第3篇I
7) W. Ashworth， A Short Histo叩 ofthe International &ono出少since1850， S町 onded.， 
Lond叩， 1962， p. 258 
8) 江渡三郎「英国り賃金雇用および労働生産性」巌松堂書庖， 1944， pp. 34， 195-97 

























的 G.D. H. Cole， Money， 1ρndon， 1947， p.319 
10) R. F. H町 rod.The Life of John 1¥.品開ardKeynes， 1λ:mdon， 1951，邦訳「ケイγズ伝」
(下).買拝経済新報企士， 1967， p. 654 
11) A. T Youngson， Bn"ta晴山丘ゐr:onomicGr皿vth1920-1966， Second edリ London，1968. 
p. 161 
























12) U. K. Hicks， British Public Finance. Oxford， 1958，邦訳「イギリス財政史」東洋桂済新
報社， 1961， p. 200. 
13) 歩識者「詞査月報」第35巻第8号眠 pp.399-405 
14) 時子山常三郎編「主要諸国の戦後財政」東洋経済新報社.195也第4章。
15) 金融制度調査会「イギリスの金融制度J，日本評論新社， 1959，第2章第2節 2;岡倉占;t~r5国
際政治論集 (3)I植民地主義と民族解放運動」動車書房.1969.第 7章。


























16) E. Zupnick， Britair(s Post也larDollar Problem， New York， 1957，. p. 35 
17) 蔵相 SirS. Crippsの1948年4月の予算揖説では， アフリカでのピ}ナッツ・プラン， アイ
νで0:養禽，クインスラン下での穀物生産と護服等が実例とし亡挙げられている。
援助と「財政自主権」 (165) 75 







1946 1947 1948 1949 
直接税 1，867 1，668 1，820 2，044 
員量 間接税 1，290 1，485 1，720 1，675 
租税収入計 3，157 3，153 3，540 3，719 
入 財産収入他{固貴利子を控除) 506 -483 -411 375 
歳入計 2，651 2，670 3，129 3，344 
財貨 サーピスに対する経常支出 1，930 1，572 1，236 1，492 
補給金 339 416 519 498 
歳 個人所得勘定への移転
社会保障支払い 182 165 164 188 
その他 544 252 157 129 
出 f也の公共機関への移転 335 436 480 503 
資本勘定への移転 303 318 204 216 
歳出計 J 3，633 3，159 2，760 3，026 
経常勘定剰余 982 -489 369 318 




18) r世昇週報J時事通信社，草27巻， p.469 
19) A. C. L. Day， The Eヒ臼Z叩 'lIcsof Money， London， 195~， pp. 226-27 




















第2表 海外スターリング地域 O~ ドノレ・プーノレへの貢献 (100万ドル〉
1946 1947 1948 1949 1950 
海外スターリJグ地域独立諸国の対ドル地減収支 -427 -1，272 -469 -461 65 
海外スターリング旭域植毘地の ， ， 134 40 206 202 408 
海外スタ Vング地域のイギリスへの量売却 334 342 222 234 281 
海外スタ】リJグ地域のドルプルへの蔚献 41 -890 -41 25 754 
イギリスのドル赤字 -1，211 I二2，059ζ1，016I二1，093I -224 
(注) E， Zupnick， Bπ'taz'n's Postwar Dollar Problem. New York. 1957， p， 129より。
援助と「財政自主権」 (167) 7 
第3表海外関係歳出入 (IW万ポソド〉
1946 1947 1948 1949 
歳出 . 
軍事 374 209 113 110 
行政、外交等 20 25 34 37 
救済及び復興 123 118 31 20 
植民主制普与 10 7 10 16 
計 527 359 188 183 
歳入
軍需品処分等 164 129 96 35 
歳出超過 363 230 92 148 
(注) 圏際決算銀行編「スター リング地域」東洋経済新報社， 1!:l54， p.65より.
第 4表イギリスの経常国際収支 (100万ポンド〉
1946 1947 1948 1949 1950 
輸出入貿易 176 ~425 ~203 ~154 ~146 
貿易外収支
利子、手IJ潤、配当 71 80 76 78 121 
海運収入 29 33 76 82 120 
政府支払い ~363 ~230 ~92 148 139 
そのf也 95 ~3 117 148 297 
計 ~168 一120 117 160 404 







20) ]. Eaton， &01'叩miC5of Peac(' and War， London， 1952， p.12 
78 (168) 第四6巻第4号
イギリ?，はドノレ不足の圧力のあるところでは結局アメリカの主張に屈するし
かなしか〈て45年12月に締結された米英金融協定 (FinancialAgreement bet 






















21) R N. Gardner， Sterling-Dollar Diploma叩， O.xford， 1956， Chapter X; G. D. N. Wo 
rswick & P. H. Ady(ed.)， The British &onomy 1945-1950， Oxford， 1952， Chap ter 
XXII; R. F. Harrod， ot. cit.， Chapter XIV 
22) G. D. H. Cole. o.ρcit.， p.321 











1946 1947 1948 1949 
イギリスの対ドル地域経常収支 -1，211 -2，059 -1，016 1，093 
。
• 資本収支 83 -178 -267 -4 海外スターリジグ地域のド Jレ収支 41 -890 -41 -25 
非ドル非スターリング地域へのドル支払い 183 -1，004 -317 293 
スターリング地域のドル赤字 -904 -4; 131 ト1，642 -1，416 
(注) E. Zupnick， B;門'tain's Post叩 'arDollar Pi町 blem，New. York， 195-7， p.8より。
第 6表スターリング地域のドル赤字金融 (1叩万円レ〉
1946 1947 1948 1949 
アメリカの借款 600 2，850 300 
カ ナ ダの借款 523 423 52 116 
IMF から引き出し 240 60 
南 ア 金 f昔 主k 325 
マーシャ Jレ援助 682 1，132 
金ードル準備から引き出し 220 617 223 168 
言十 904 4，131 1，642 1，416 
(注〉 山所は第5賓に同じ， p.9より。
23) Th， &加 omist，1945， 12， 8 
80 (170) 第四6巻第4号
第 7表 中央政府赤字とそり金融 (10万ポンド〉
1946 1948 1950 
経常勘定の剰余(+)と不足(ー 〉 1ー，024 310 481 
連合王国内での借り入れ 802 629 52 
政府諸機関を通ずる金融 192 167 363 
海外からの受け入れ 442 420 110 
(注)U. K. Hiok.. rイギリス財政史」東洋経慣習野報社， 1961， p. 198より。


















24) U. K Hicks，噌 Ct.，邦訳.pp. 196~97 
目 &onomic品同り for1948; C. A. R. Crosland，晶也ain's&on尉才師Proble明，London， 
1953， Chapter III; R. N. Gardner， op白t.，Chapter XVI 
援助と「財政自主措J (171) 81 
甘受したイギリスにとって避けられない陥葬であった。




1946.7.15--12.31 850 -150 50 750 
1947.1.1 --6.30 1，300 270 60 1，630 
7.1--8.20 420 250 300 970 
計 2，570 370 410 3，350 
















2め牧野純夫「円 ドル田ポンド」岩波新書:."1960， p. 106 
zηJ. Eaton， 0，か cit.，p. 23 
28) I世界週報1時事通信社，第却巻の諸号車照。
29) R. F. Haπod， The Po脚 d 品erling/Essays in Intecn副iUlalFinance， No.13. Feb. 1952. 
邦訳「ポソド・スタ リlング」実業之日本社:.1953， p. 38 



























31) 時子山常三郎編，前掲書， pp. 133-34 


























32) 国際決済銀行第四四年次報告「マ シャノレプランと世界経背」実業之日本社;1949， pp 313-15 
33) 嬉野満洲院前掲書， p. 103 




























援曲と「財政自主権J (175) 85 
資本主義が確立ししかも財政がその管制塔Eいう地位をますます明らかにLて
きているところでは当然に諸国間の相互地位決定に極めて大きな力を及ぼさず
にはおかない。そして，まさにそうであるが故に援助はいよいよ被援助国の中
掘を狙う「直撃弾」としての性格を強めその破壊力を倍加しているのである。
